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宮崎国際大学「数学」・解答
（20 点）

【問１】 ⑴　①から　　4x－8a－12 ＜ x－5a
3x＜ 3a＋12

よって　　　　x＜a＋4　答

⑵ ②の両辺を 6倍して
x－1－3（x＋a）＜－2a
－2x＜ a＋1

よって

x＞－ 　答

【問２】 　　4   3 ＜ a＋4≦ 5   2
を満たす整数 aを求めればよい。
4   3 ＝   48 ，5   2 ＝   50 であるから
　　   48 ＜   49 ＜   50 　すなわち　4   3 ＜ 7＜ 5   2
よって　　　a＋4＝7
ゆえに　　　a＝3　答

【問３】 右の図から

　　　－3≦－ ＜－2

これを解いて　　　3＜ a≦ 5
aは整数であるから　　a＝4，5　答

（別解）　ⅰ　aが偶数のとき，解が x＞－ であればよいから

－ ＝－ より　　a＝4

　　　　ⅱ　aが奇数のとき，解が x＞－3であればよいから

－ ＝－3より　　a＝5

ⅰ，ⅱより　　a＝4，5　答

【問４】 右の図から

　　a＋4≦－

これを解いて　　　a≦－3
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これを満たす最大の整数 aは
　　a＝－3　答

【問５】 aは整数より　a＋4は整数であるから，2つの不等式①，②を
同時に満たす整数 xがちょうど 10 個あるのは

　10 ＜（a＋4）－（－ ）≦ 11
のときである。
これを解いて

　 ＜ a≦

aは整数であるから　　a＝4　答

（別解１）　aは整数であるから，a＋4は整数である。

　　　　　aが奇数のとき　－ は整数であり，

　　　　　aが偶数のとき　－ の小数部分は 0.5 である。

　　　　　よって　（a＋4）－（－ ）＝11 または 10.5
　　　　　これを解いて

　　　　　　a＝ ，4

　　　　　aは整数であるから　　a＝4　答

（別解２）　2つの不等式を同時に満たす領域（右図の
網掛けの部分で境界線は含まない）の格子
点の個数を調べる。
1つの整数 aの値に対して整数 xがちょう
ど 10 個ある場合を求めて
　a＝4　答
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（20 点）

【問１】 ⑴　y＝f（x）のグラフが 2点（－1，6），（ ，－ ）を通るから
　　f（－1）＝3a＋b＝6，　f（ ）＝－ a＋b＝－

これを解いて
　　a＝2，b＝0　　答

⑵　⑴より　f（x）＝2x2－4x
f（x）＝2（x－1）2－2 より
頂点の座標は　（1，－2）
また　f（x）＝2x（x－2）＝0とすると
　　x＝0，2
よって，グラフは右のようになる。

【問２】 y＝f（x）＝a（x－1）2－a＋bのグラフは，
放物線 y＝3x2 を平行移動したものであるから
　　a＝3
このとき，頂点は点（1，b－3）であり，
直線 y＝4x－9上にあるから
　　b－3＝4・1－9より　b＝－2
　　よって　　a＝3，b＝－2　答

【問３】 ⑴　上に凸の放物線であるから　　a＜ 0　答

⑵　グラフの y切片が正であるから　b＞ 0　答

⑶　 ax2－2ax＋b＝0の判別式を Dとすると，グラフが x軸と異なる 2点で交わって
いるから　D＞ 0

　　よって　 ＝a2－ab＞ 0　答

（別解 1）　頂点の y座標が正であるから　－a＋b＞ 0　すなわち　a－b＜ 0
　　　　　⑴より　a＜ 0
　　　　　よって　a2－ab＝a（a－b）＞ 0　答
（別解 2）　⑴より　a＜0で，⑵より　b＞ 0であるから
　　　　　　　　　a－b＜0
　　　　　よって，a2－ab＝a（a－b）＞ 0　答
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⑷ グラフ上の点（3，f（3））が x軸より上側にあるから
f（3）＝3a＋b＞ 0　答

⑸ グラフと x軸の交点の x座標は

　　x＝

　　a＜ 0であるから　　 ＜

　　図より　 ＞ 3であるから　　 －3＞ 0　答

⑹ グラフおよび x軸の 2つの交点は軸 x＝1に関して対称であり，左の交点は，
軸 x＝1に関して点（3，0）と対称な点（－ 1，0）の左側にある。

　　よって　 ＜－1であるから　 ＋1＜ 0　答

【問４】 ⅰ　a＞ 0のとき
　右の図から
　　最大値 f（3）＝3a＋b＝7
　　最小値 f（1）＝－a＋b＝－1
　これを解いて
　　a＝2（a＞ 0に適する），b＝1
ⅱ　a＜ 0のとき
　右の図から
　　最大値 f（1）＝－a＋b＝7
　　最小値 f（3）＝3a＋b＝－1
　これを解いて
　　a＝－2（a＜ 0に適する），b＝5
ⅰ，ⅱより
　（a，b）＝（2，1），（－2，5）　答
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（20 点）
【問１】 BC＝xとおくと，△ABCにおいて，余弦定理から

　　72＝52＋x2－2・5・x・cos60°
　　x2－5x－24＝0
　　（x＋3）（x－8）＝0
x＞ 0より　　x＝8
よって　　BC＝8　答

【問２】 BD：DC＝3：1より　BD＝ BC＝6

△ABDにおいて，余弦定理から
　　AD2＝52＋62－2・5・6・cos60°＝31
AD＞ 0より　　AD＝   31
△ ABDにおいて，正弦定理から

＝

よって　sinα＝ sin60°＝ ＝ 答

【問３】 sin2α＝（ ）
2

＝ ，sin260°＝（ ）
2

＝ より　sin2α＞ sin260°であるから

　　sinα＞ sin60˚　すなわち　60˚＜α＜ 120˚　……①
△ABCは鋭角三角形であるから　∠BAC＜ 90˚
α＜∠BACであるから　　α＜ 90˚　……②
①，②より　　60˚＜α＜ 90˚　オ　答

（別解）　△ABDにおいて，BD＝6，AD＝   31 より　BD＞ AD
よって　　∠BAD＞∠ABD　すなわち　α＞ 60˚　……①
△ABCは鋭角三角形であるから　∠BAC＜ 90˚
α＜∠BACであるから　　α＜ 90˚　……②
①，②より　　60˚＜α＜ 90˚　オ　答

【問４】 △ ABD：△ACD＝ ・5・   31・sinα： ・7・   31・sinβ

＝5sinα：7sinβ　……③
また　　△ABD：△ACD＝BD：CD＝3：1　……④
③，④より　5sinα：7sinβ＝3：1であるから

5sinα＝21sinβ
よって　　sinα：sinβ＝21：5　答
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【問５】 △ABD，△ACDそれぞれにおいて，正弦定理から

2R1＝ ，2R2＝ 　すなわち　R1＝ ，R2＝

よって　　 ＝ ÷ ＝

ここで，sinα：sinβ＝21：5 より　　 ＝ であるから

　　　　　 ＝3・ ＝ ＜ 1

ゆえに　　R1 ＜ R2　ア　答
（別解）（3行目以降）

sinα：sinβ＝21：5 より　sinα＝21k，sinβ＝5kとおける。
ただし，　sinα＞ 0より　k＞ 0

このとき　R1－R2＝ － ＝ － ＝－ ＜ 0

よって　　R1 ＜ R2　ア　答
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（20 点）
【問１】 ⅰ　赤球 2個のとき

この確率は

＝1× ＝

ⅱ　白球 2個のとき
この確率は

＝3× ＝

ⅰとⅱは互いに排反であるから，求める確率は

　　 ＋ ＝ ＝ 答

（別解）　異なる色である確率は

＝2×3× ＝

よって，同じ色である確率は，余事象の確率より

　　1－ ＝ 　答

【問２】 袋 Aから赤球 1個と白球 1個を取り出し，袋 Bから白球 2個を取り出すときである
から，求める確率は

× ＝2×3× ×3× ＝ 　答

【問３】 袋 Aから赤球 1個と白球 1個を取り出し，袋 Bから赤球 2個を取り出すときである
から，求める確率は

× ＝2×3× ×1× ＝ 　答

【問４】 袋 Aに入っている赤球が 2個である事象は，赤球が 1個または 3個である事象の余
事象であるから，この確率は

1－（ ＋ ）＝1－ ＝

袋 Aから赤球 1個と白球 1個を取り出し，袋 Aに赤球が 2個あるのは袋 Bから赤球
1個と白球 1個を取り出すときで，この確率は

× ＝2×3× ×2×3× ＝

よって，求める条件付き確率は

　　 ÷ ＝ 　答
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（20 点）
【問１】 y＝x2 より y′＝2xであるから，点 Aにおける接線の傾きは 2a

　　　　よって，直線 lの傾きは－ であり，その方程式は

　　　　　　　y－a2＝－ （x－a）　すなわち　y＝－  x＋a2＋ 　答

【問２】 放物線 Cと直線 lの方程式から yを消去して

　　x2＝－  x＋a2＋

　　x2＋  x－a2－ ＝0

　　（x－a）（x＋a＋ ）＝0
よって，交点 Bの x座標は，x≠aより　x＝－a－ 　答

【問３】

⑴　∫    （x－α）（x－β）dx＝∫    ｛x2－（α＋β）x＋αβ｝dx

　　＝［ x3－ （α＋β）x2＋αβx］
　　＝ （β3－α3）－ （α＋β）（β2－α2）＋αβ（β－α）

　　＝ （β－α）｛2（β2＋αβ＋α2）－3（α＋β）2＋6αβ｝

　　＝ （β－α）（－α2＋2αβ－β2）

　　＝－ （β－α）3　終

（別解１）　∫    （x－α）（x－β）dx＝∫    （x－α）｛（x－α）－（β－α）｝dx

＝∫    ｛（x－α）2－（β－α）（x－α）｝dx

＝［ （x－α）3－ （β－α）（x－α）2］
＝ （β－α）3－ （β－α）3＝－ （β－α）3　終
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（別解２）　∫    （x－α）（x－β）dx＝∫    ｛x2－（α＋β）x＋αβ｝dx

　　　　　＝［ x3－ （α＋β）x2＋αβx］
　　　　　＝｛ β3－ （α＋β）β2＋αβ2｝－｛ α3－ （α＋β）α2＋α2β｝
　　　　　＝ β3－ αβ2－ β3＋αβ2－ α3＋ α3＋ α2β－α2β

　　　　　＝ α3－ α2β＋ αβ2－ β3＝ （α3－3α2β＋3αβ2－β3）

　　　　　＝ （α－β）3＝－ （β－α）3　終

⑵　a＞ 0より　－a－ ＜ 0であるから　　－a－ ＜ a

　－a－ ≦ x≦ aにおいて，x2 ≦－  x＋a2＋ であるから

　　　S＝∫ ｛（－  x＋a2＋ ）－x2｝dx

 ＝－∫ （x－a）（x＋a＋ ）dx

　ここで，⑴で証明した等式を用いると

　　　S＝ ｛a－（－a－ ）｝
3

＝ （2a＋ ）
3

　答

⑶　a＞ 0， ＞ 0であるから，相加平均と相乗平均の関係から

　　　　2a＋ ≧ 2  2a・ ＝2

等号が成り立つのは 2a＝ のときで，a＞ 0より　a＝ のときである。

よって　　S＝ （2a＋ ）
3

≧ ・23＝

ゆえに，a＝ のとき　Sは最小値 をとる。　答
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⑷　S＝ （2a＋ ）
3

＝ とおくと　　（2a＋ ）
3

＝27＝33

　　2a＋ は実数であるから　　2a＋ ＝3

　整理して　　4a2－6a＋1＝0

　これを解いて　　a＝ （a＞ 0に適する）

　よって　　a＝ 　答
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